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(54) 発明の名称 ：泡液兼用デ ィスペンサー

(57) Abstract: Disclosed i s a dispenser which i s to b e attached to an[図1]
opening o f a squeezable bottle and which discharges a liquid content
when the bottle i s inverted, wherein the dispenser i s provided with a
first flow channel for discharging liquid which advances straight, and a
second flow channel for discharging foam-like liquid. The first flow
channel comprises a first through channel (30) which connects a first
inflow opening (20) of the liquid content and a first discharge opening
(10). The second flow channel comprises a conduit (40) having an inner
diameter o f 0.8 to 4 m m which i s an air supply channel having an open
ing at an inner bottom portion o f the bottle and extending to a foaming
chamber (50), the foaming chamber (50) connected t o the conduit (40)
t o mix the liquid content and the air for foaming, and a second through
channel ( 3 1) which connects from the foaming chamber (50) to a sec
ond discharge opening ( 11). A second inflow opening (21) o f the liquid
content to the conduit (40) i s pierced in a size having an inner diameter
o f 0.06 to 2 m m at a proximal portion of the foaming chamber (50).

(57) 要約：ポ トル を倒立 して内容液を吐出す るスクイズポ
トルの 開 口部 に装着 され て使 用 す るデ ィスペ ンサ ー で
あって、直進液 を吐出す る第一流路 と、泡状液 を吐出す
る第二流路 とが設 けられたデ ィスペ ンサーである。前記
第一流路 は、内容液の第一流入 口 (20) と第一吐出口（10) と
を連結する第一貫通路 (30) を有する。前記第二流路 は、ポ
トル内底部 に開 口を有 し発泡室 (50) まで伸びる空気の供給
路で ある内径 0 . 8 ~ 4 阳 阳 の 導 管 ( 4 0 ) と、導管 (4 0 )に接

-40 続 され、内容液 と空気 とを混合 して発泡 させ る発泡室 (50)
と、発泡室 (50) か ら第二吐出口（1 1) を連結す る第二貫通路
(31) とを有す る。前記導管 (40) に対す る内容液の第二流入
口 (21) が、発泡室 (50) 近位部 において、内径 0 . 0 6 ~ 2
m m のサイズで穿設 されている。
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明 細 書

発 明 の名称 ：泡液 兼 用 デ ィスペ ンサ ー

技術 分 野

[0001 ] 本 発 明 は、 ボ トル を倒 立 して 内容液 を吐 出す るス クイ ズボ トル の 開 口部 に

取 り付 けて、 直進状 の液 と泡状 の液 とをそれ ぞれ 吐 出す る こ とが で きるデ ィ

スペ ンザ 一 に関 す る。 また、 直進状 の液 と泡状 の液 とを吐 出切 換 可 能 に した

デ ィスペ ンサ ー に係 わ る。 さ らに、 前 記 デ ィスペ ンサ ー を コ ンタ ク トレンズ

の洗 浄保 存 の際 に使 用 す る方 法 に係 わ る もの で もあ る。

背景技術

[0002] ハ ン ドソ一 プ、 ボデ イソ一 プ、 シ ャ ンプ一、 食 器 洗 浄液 、 あ るい は コ ンタ

ク 卜レンズの洗 浄液 な どの界 面 活性 剤 を含 む液 剤 は、 所 定 の容 器 に収 納 され

て市 場 を流 通 して い る。 この よ うな液 剤 は、 基 本 的 に洗 浄液 に含 まれ る界 面

活性 剤 の作 用 に よ って泡状 態 に され る。 そ して、 被 洗 浄物 を この泡 で包 み込

む よ うに して傷 を付 け る こ とな く、 油脂 性 の汚 れ を除去 す る とい うもの で あ

る。 つ ま り、 洗 浄操 作 時 には泡状 で あ るが、 流 通 時 あ るい は保 管 時 には液 状

で あ る。 従 って、 使 用者 の使 い勝 手 を考 慮 して容 器 吐 出 口か ら泡状 態 で供 給

で きる よ うに、 容 器 には い くつ か の提 案 が な され て い る。

[0003] 容 器 内の液 剤 を吐 出す るため には、 内圧 を大 気圧 以 上 に高 くす る こ とが必

要 で あ る。 例 え ば、 予 め加 圧 用 の ガス を封 入 した いわ ゆ るエ ア ゾール 容 器 が

知 られ て い るが、 加 圧 用 ガス には フ ロ ンや プ ロパ ン等 が用 い られ て い るの で

、 環 境 問題 や資源 の有 効 活 用 の面 な どか ら指摘 され る こ とが あ る。 また、 使

用者 の手 元 にあ って容 器 を再 利 用 す る と きの課題 も多 い。 一方、 手 動 式 の ポ

ンプ、 ピス トンな どに よ って容 器 内圧 を高 め る もの と して、 以 下 の提 案 が あ

る。 （1 ) 停 止 嘖 霧 発 泡 の三位 置 を ノズル アセ ンブ リの キ ヤ ップが 回転

す る 卜リガ式噴 霧 器 （特 許 文献 1 ) に関 す る提 案。 （2 ) ボ トル形 状 の容 器

の 口部 に嘖 射 ポ ンプを取 り付 け、 使 用 時 にその嘖 射 ポ ンプの スパ ゥ 卜を押 し

下 げ 解 除 す る こ とに よ り内容液 を液 室 内 に吸 い上 げ、 これ をスパ ゥ 卜の嘖



射出口から外部に向けて噴出する 卜リガ式嘖出器で連続流 霧状 泡状の切

換可能なノズルに関する （特許文献 2 ) 提案。 （3 ) 直進流、渦流、泡の全

ての吐出モー ドを切換え可能で、 しかも各吐出流に乱れが生 じない 卜リガ式

ポンプデイスペンザの吐出モー ド切換え装置に関する （特許文献 3 ) 提案。

( 4 ) 噴射ノズルの噴射状態を希望するものに選択するに際 し、指先による

感触、視覚に基づく色彩や模様などによつてノズルキヤップの位置決めを容

易にした トリガ式液体注出装置に関する （特許文献 4 ) 提案などである。

[0004] これらの トリガ式の嘖出機構については、使用者による使い勝手が良くェ

ァゾ一ル容器に比較 して環境問題の面で好ましいものである。 しか し、 トリ

ガ式のノズルは、その構造上の複雑さという点において解決すベき課題があ

ると共に、販売目的が液剤であるにもかかわらず容器などのコス トが、全体

の価格に占める比率を引き上げる要因とも成 りうる。

[0005] このような観点から、容器内圧を高くする最も簡易的な手段として、可撓

性の容器を把持することにより握力によって容器を変形させて内容液を吐出

するという、いわゆるスクイズボ トルと呼ばれるものがある。このスクイズ

式の容器でかつ泡 液を選択的に吐出させる方法には以下の提案がある。例

えば、容器本体内に連通する泡嘖出口と、液嘖出口とが別々に形成され、中

蓋に泡嘖出口と液嘖出口とを閉鎖する外蓋が回動可能に装着された泡液兼用

ノズルに関するもの （特許文献 5 ) 、容器体の正立時に上流から下流への液

の通過が可能で且つ容器体の倒立時に上流から下流への液の通過が不能にな

るように構成 した切換弁を有するもの （特許文献 6 ) である。前記提案は、

液の流路上に玉状の弁体を有すること、容器の正立時と倒立時で噴出する液

を切 り換える点で共通 しており、 卜リガ式に比較 して構造は簡単になってい

る。また、泡 液の吐出を容器の正立と倒立とによって行っているので、泡

液の選択が明確であるという利点がある。 しか し、使用者にとっては容器

を異なる方向 方法で取扱うことが要求され、却って使用感を損ねることに

も成 り得たのである。特に、小さなコンタク トレンズを取り扱う場合は、正

立状態で泡を出すとレンズ上に正確に泡をのせることができないといった不



便さがあったのである。

[0006] これらの泡状液の容器に関する一研究として、 「フォ一マ一容器の特徴と

最近の技術動向」 （非特許文献 1 ) のなかには、 「消費者の安全性、省資源

への意識が高まる中で、ノンガスタイプのフ才一マ一容器 （前記 トリガ式ま

たはスクイズボ トルを指す）は使いやすさも兼ね備えており、現在の時代背

景に合った容器と言える。ハン ドソープなどで大型商品が製品化され、消費

者のフ才一マ一容器への認知度は高まりつつあるが、さらに拡大を続けるた

めには、消費者ニーズにあった改良を重ねることが必要と考える。」との記

載もある。市場における消費者ニーズの多様化に合わせて、新たなフ才一マ

—容器を提案することが重要である。

先行技術文献

特許文献

[0007] 特許文献1 ：特表平 3 _ 5 0 3 3 8 0 号公報

特許文献2 ：特開平 1 1 — 1 1 4 4 6 1 号公報

特許文献3 ：特開平 8 —2 5 2 5 0 8 号公報

特許文献4 : 特開 2 0 0 0 —2 4 6 5 4 号公報

特許文献5 ：実開平 2 — 1 0 2 3 6 6 号公報

特許文献6 ：特開 2 0 0 8 _ 1 5 5 9 8 6 号公報

非特許文献

[0008] 非特許文献1 ： 「フレダランスジャーナル」，N o . 7 , p 5 4 5 9 , 2 0

0 6 年発行

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0009] 前記の通り、用途に合わせて倒立状態で発泡状態と直進状態の液とをそれ

ぞれ嘖出することができ、スクイズ式のボ トル開口部に適用 して、環境に優

しく、低コス ト、簡易構造のディスペンサーを提供することを目的とする。

また、このディスペンザ一を使用する具体的な方法を提案する。



課題を解決するための手段

[001 0] 前記課題を解決 し所期の目的を達成するために、本発明ではスクイズボ 卜

ルの開口部に装着されるディスペンザ一が、直進液を吐出する第一流路 と、

泡状液を吐出する第二流路を設け、前記各流路が以下の構成を有することを

特徴 とする。前記第一流路は、内容液の第一流入口と第一吐出口とを連結す

る第一貫通路を有 している。また、前記第二流路は、ボ トル内底部に開口を

有 し発泡室まで伸びる空気の供給路である内径 0 . 8 ~ 4 m m の導管 と、導

管 と接続 し内容液 と空気を混合 して発泡させる発泡室と、発泡室から第二吐

出口を連結する第二貫通路 とを有 し、前記導管に対する内容液の第二流入口

が発泡室近位部において内径 0 . 0 6 ~ 2 m m のサイズで穿設されている。

[001 1] 直進液 とは、吐出口から供給される液体が、例えば別の容器に注がれる際

に、泡の部分が全体の 3 0 % 程度以下の体積を占める液体をいい、必ず しも

泡を全 く含まない液を指すものではない。また、吐出口から真直 ぐに進むも

のだけでな く、適当な角度を持って斜め方向に排出される液を含む。一方、

泡状液 とは泡の部分が全体の 7 0 % 程度以上の体積を占める液体を指 し、必

ず しも泡が 1 0 0 % であることを意味するものではない。

[001 2 ] 前記第一流路は、内容液を泡立てずに供給するために特に障害物のない貫

通路 となっている。それに対 して、第二流路は液体に空気を混合 して発泡さ

せるために、空気の取 り入れ口としてボ トル内底部に届 くような長さの導管

を有 している。本発明はスクイズボ トルに装着するディスペンザ一であり、

内容液を取 り出す際にはボ トルを倒立状態とする。その際には、ボ トルの底

部分に空気が集合することになる。 この空気を発泡室に供給するために前記

導管が設けられているのである。また、発泡室内には内容液も同時に供給す

るために発泡室の手前に内容液の第二流入口が形成されている。

[001 3 ] 前記第一流路 と第二流路の吐出口にはそれぞれの口を閉塞するキヤップを

備えることによって、使用者の目的に応 じて直進液 と泡状液を使い分けるこ

とができる。また、キャップの有無ではな く各流路の開閉によって吐出を切

り換える方式であってもよい。そのようなディスペンザ一の構成 としては、



前記第一及び第二流路 がそれぞれ別個 に形成 され る中空の支持部材 と、支持

部材の中空 内部 に回動可能 に支持 され る回動部材 を備 え、前記回動部材 には

、前記第一貫通路 の少な くとも一部 と、前記発泡室 とが独立 して設 け られて

いることが好 ま しい。 この構造のデ ィスペ ンサーは、 回動部材 を所定の角度

に回動することによって、第一貫通路 が第一吐出口と連通するとき （すなわ

ち第一流路 が連通する時）は、発泡室が導管 または第二貫通路 と遮断 され る

(すなわち第二流路 が遮断 されている）。一方、導管、発泡室及び第二貫通

路 が連通するとき （すなわち第二流路 が連通する時）は、第一貫通路 が遮断

され る （すなわち第一流路 が遮断 されている）。 この構造 によ り、 直進液 と

泡状液 を連続 的に使用する場合 に、 キヤップを一 々開け閉めする手 間が省 け

て利便性 に優れ るのである。

[0014] さ らに、切 り換 え方式の場合 に吐出口を共有 することもで きる。 そのよう

なデ ィスペ ンザ一 と しては、前記回動部材 に設 け られた前記第一貫通路 の一

部 を第三貫通路 と した とき、第一貫通路 が第二貫通路 と第三貫通路 とか ら構

成 され、第二貫通路 が第二流路 と第一流路 の共有 であることを特徴 とする。

吐出口に繋 がる第二貫通路 を、第一流路 と第二流路 との共有 に して、デ イス

ペ ンザ一の構造 をよ り簡単 にすることがで きる。

[001 5] また、空気 と内容液 とが合流する位置 における前記導管 の内径 に対する、

第二流入 口の内径 の比率 が、 1 / 5 0 ~ 4 0 / 5 0 であることが好 ま しい。

これ によつて空気 と内容液 との混合が効率 的に行われ、柔 らかでなめ らかな

泡 を形成 することがで きる。 さ らに、前記導管 の内径 は必要 に応 じて、第二

流入 口と連通する直前 において 1 / 5 ~ 4 / 5 程度 に縮小 し、第二流入 口か

らの液 が、空気 を巻 き込み易 くすることが好 ま しい。

[001 6] 本発明では、前記発泡室が、 吐出口側 と流入 口側 とに開 口を有 する中空管

であ って、 この中空管 の開 口部 がそれぞれスク リー ンフィル タ一で被覆 され

た構造 を していることが好 ま しい。 さ らに、 スク リー ンフィル タ一のメ ッシ

ュは、 吐出口側 よ りも、流入 口側 の方が粗 く設定 されている。 このような構

造 にすることで発泡効果がよ り向上するか らである。



[001 7] そ して、前記構造のデ ィスペ ンサーを用いて吐出させた泡状液 で、 コンタ

ク トレンズを洗浄 し、 直進液 で満た した コンタク トレンズ保存容器 内に、 コ

ンタク トレンズを保存 することがで きるのである。

発明の効果

[001 8] 本発 明のデ ィスペ ンサーは、簡単な構造なので低 コス トかつ特別な設備 を

必要 とすることな く製造することがで きる。 また、 スクイズ式のボ トル開 口

部 に適用 して、用途 に合わせて発泡状態 と直進状態の液 とをそれぞれ噴 出す

ることがで きる。 ボ トル 内容液 の使用後 は、デ ィスペ ンサーを取 り外 して内

容液 を充填 するか、代わ りのボ トル に再度適用 して繰 り返 し使用することが

可能で、環境 に優 しいデ ィスペ ンザ一を提供 で きる。

[001 9] 特 に このデ ィスペ ンサーは、 同一の溶液 について発泡状態 と直進状態の二

種類 の態様 で使用することが想定 され る用途 に適 してお り、具体的にはコン

タク 卜レンズの洗浄保存 に使用することで、使 い勝手 の良いケア方法 を提案

で きるのである。

図面の簡単な説明

[0020] [ 図 1] 図 1 は、本発明のデ ィスペ ンサーの一形態 を断面図 と して示 した図であ

る。

[ 図2] 図 2 は、 （a ) 直進液 と、 （b ) 泡状液 の吐出を示す図である。

[ 図3] 図 3 は、空気 と内容液 との合流部位 を示す断面図である。

[ 図4] 図 4 は、発泡室の一例 を示す分解 図である。

[ 図5] 図 5 は、本発明のデ ィスペ ンザ一の他 の形態 を断面図 と して示 した図で

ある。

[ 図6] 図 6 は、本発明のデ ィスペ ンサーの一例 を、分解 した状態 を示 した図で

あ り、 （a ) 正面図、 （b ) 断面図、 （c ) 斜視 図である。

[ 図7] 図 7 は、本発明のデ ィスペ ンサーの他 の例 を、分解 した状態 を示 した図

であ り、 （a ) 正面図、 （b ) 断面図、 （c ) 斜視 図である。

[ 図8] 図 8 は、本発明のデ ィスペ ンザ一の一例 をコンタク トレンズ用 ソ リュ一

シ ヨン に使用 した状態 を示 し、 （a ) レンズを洗浄する場合 と、 （b ) レン



ズを保存する場合を示す概略図である。

発明を実施するための形態

[0021 ] 以下、本発明のディスペンサーについて図面を参照 しつつ詳細に説明する

図 1 には本発明のディスペンザ一 1 の一実施形態について縦方向の断面を

模式的に示されている。図面右側上方に第一吐出口 1 0 が、左側上方に第二

吐出口 1 1 がそれぞれ形成されている。また、内容液の第一流入口2 0 が第

—吐出口 1 0 と連通 して第一貫通路 3 0 が伸びている。この例では、直進液

を吐出する第一流路は、第一流入口、第一貫通路、第一吐出口とから構成さ

れている。そしてボ トルを手指により圧縮することによって、内容液が特に

障害もなく流路を通ってボ トル内から注出されることがわかる （図 2 ( a )

参照）。この図 1 では、第一貫通路がくの字状に屈曲 して示されているが、

これが第一流入口2 0 から第一吐出口 1 0 に向かって直線状に伸びていても

良い。また、第一貫通路の水平断面形状は円、楕円だけでなく多角形であつ

ても良い。さらに内径は0 . 5 ~ 2 . O m mで、全長に渡って一定であって

も、流入口2 0 側が広 く吐出口 1 0 側に行 くに従って狭 くなつている、或い

はその逆であっても良い。吐出口 1 0 側を狭 くすると、内容液を勢い良く吐

出させることができ、別の容器に液を注ぐ際に狙いを定めやすい。

[0022] 図面左側下方には、ボ トル内底部に達する長さと、空気の供給口4 1 を有

し、発泡室 5 0 へと繋がる導管 4 0 が示されている。発泡室 5 0 の近位部に

は内容液の第二流入口2 が穿設されている。図 1 では導管 4 0 と発泡室 5

0 とが連結管 6 0 を介 して接続されているが、連結管を介さずに直接導管と

発泡室とを接続 しても良い。また連結管 6 0 に第二流入口2 が形成されて

いるが、これは導管に形成されていても良い。いずれにしても発泡室内に空

気と内容液の双方を送り込む構造であればよいのである。なお、内容液が少

なくなっても、泡状の液を排出するために第二流入口は発泡室近位部に （よ

り具体的には、 0 . 4 ~ 2 . O m mの範囲内で離間 して）形成されているこ

とが好ましい。



[0023] 前記導管の内径は一般的には0 . 8 ~ 4 m mで適宜設計すれば良い。前記

範囲よりも径が太くなると泡液を吐出するためにボ トルを圧縮 した場合に、

最初に注出される液は、導管内に保持された液がそのまま吐出されて適当な

泡状とならないことがある。また、前記範囲よりも径を細 くすると導管の途

中で内容液成分が乾燥 して詰まる原因となり得るからである。この導管の水

平断面の形状 内径についても前記第一貫通路と同様であり、必ず しも全長

に渡って同一の径である必要はない。また導管は、スクイズボ トルを倒立 し

た状態において空気供給口である開口がボ トル内底部に位置することが必要

であるので、自重で容易に屈曲 しない程度の適度な形状保持性を有すること

が好ましい。例えば、ポリエチレン、ポリプロピレン、シリコン、ナイロン

、ポリスチレン、ポリ塩化ビニルなどの材質、好ましくはポリエチレン、ポ

リプロピレン、シリコンで形成されている。なお、供給口4 の形状はボ 卜

ル内底部に密着 して開口部が完全に塞がれて しまわないように、斜めにカツ

卜された形状や、開口端に凹凸が形成されていると良い。

[0024] 前記第二流入口は、内径 0 . 0 6 ~ 2 m mのサイズで穿設される。空気と

液との混合比率はこの第二流入口の内径と導管の内径の比率に影響されやす

し、。従って、所望の泡状態にするには、導管の内径との比率を適宜調整すれ

ばよい。具体的には、空気と内容液とが合流する位置における導管の内径に

対する、第二流入口の内径の比率が、 1 / 5 0 ~ 4 0 / 5 0 であることが好

ましく、 1 / 2 0 ~ 2 / 3 がより好ましく、 1 / 1 0 ~ 5 / 1 0 が最も好ま

しい。前記比率よりも導管の内径が細い場合には空気の供給が充分でなく、

前記比率よりも導管の内径が太い場合には空気が過剰となって、いずれも適

度に泡立てることが難 しくなるからである。図 1 では、第二流入口2 から

連結管 6 0 に入った液が、一旦空気の流れと平行 して進むとともに、発泡室

の直前において空気の流れに対 して垂直に合流するようにして混合されるこ

とが分かる。このような合流の方式は必ず しも、図示されるものに限定され

ることなく、連結管に入ってすぐに垂直に空気と混合する （図 3 参照）よう

にしたり、空気の流れに対 して所定の角度で内容液が合流するようにしても



構わない。

[0025] 図 1 においては、導管 4 0 は連結管 6 0 を介 して発泡室 5 0 に連結 してい

る。発泡室 5 0 は、内容液と空気の入る側 （以後、流入口側という） 5 8 と

、発泡状態の液が排出される側 （以後、吐出口側という） 5 2 にメッシュフ

ィルタ一を張った空洞として示されている。発泡手段としては特にこれに限

定されることなく、例えば発泡室内に貫通孔を持つスポンジなどを配置 した

り、中空糸を配置 してもよい。図 1 にはメッシュフィルタ一の網目までは示

されていないが、吐出口側のメッシュよりも流入口側のメッシュを粗 くする

ことが好ましい。より具体的には、吐出口側が 1 0 0 ~ 3 0 0 メッシュで目

開きが 2 0 0 4 0 m、流入口側が 7 5 2 5 0 メッシュで目開きが 3 0

0 5 0 mであることが好ましい。

[0026] 図 1 に示す、発泡室 5 0 はより具体的には図4 に示すような構造を有する

。図4 において上から、吐出口側 5 2 の環状 リング5 3 、メッシュ2 0 0 目

開き8 2 mのメッシュフィルタ一 5 4 、上下に環状 リングに内挿する径を

有する管状の発泡室本体 5 5 、メッシュ 1 0 0 目開き 1 8 3 mのメッシュ

フィルタ一 5 6 、流入口側 5 8 の環状 リング5 7 をそれぞれ順次揷通させる

ことで、上下がメッシュフィルタ一で被覆された空洞を有する発泡室 5 0 が

形成される。メッシュフィルタ一の材質はポリエステル、ナイロン、ポリプ

ロピレン、ポリエチレン、テフロン （登録商標）等であり、好ましくはポリ

エステル、ナイロンである。

[0027] 発泡室 5 0 の上には第二吐出口 1 1 と連通する第二貫通路 3 が形成され

ている。第二貫通路 3 は第一貫通路 3 0 よりも広径の貫通路で、発泡室 5

0 から排出される泡状液をスムーズに通過させるようになつている。この貫

通路の内径は 1 . 5 ~ 4 . 5 m m程度である。

[0028] 図 1 に示す例では、第二流路は、導管 4 0 、第二流入口2 を有する連結

管 6 0 、発泡室 5 0 、第二貫通路 3 1、第二吐出口 1 1 から構成され、泡状

液 （図 2 ( b ) 参照）を吐出できることがわかる。図 2 に示すように、吐出

口を閉塞するキャップ2 、 3 をそれぞれ着脱することによって直進液と泡状



液 を 目的 に応 じて使 い分 ける ことがで きるのであ る。

[0029] 次 に、 キ ャ ップの着脱 によ らず に直進液 と泡状液 との吐 出切換 が可能 なデ

イスペ ンザ 一の構 造 につ いて説 明す る。 図 5 には、 その一例 が示 され て い る

。 また図 6 は図 5 のデ ィスペ ンサ ー を各部 品 に分解 した状 態 で組 み立 て る前

の配置 につ いて示 した図であ る。

[0030] 操 作方法 を含 め 図 6 を基本 と して本例 の各部 品の構 造 な どとともに説 明す

る。 図 6 の最 下部 に示 され て い るものがデ ィスペ ンザ 一 5 の本体 とな る支持

部 材 7 0 であ る。 支持部 材 7 0 は、 下部 内周面 にス クイズボ トル 開 口部 に螺

着 す るネジ 7 、導管 4 2 と連結 す る連結部 材 6 を支持部 材 内部 に保 持 す

るため の 内周 リブ 7 2 、 該 リブよ り上方 に発泡室 5 な どを内装 す る回動部

材 8 0 を収 容 す る空 間 7 3 、 各部 品 を支持部 材 にセ ッ 卜したのち一体化 す る

ため の部 品押 さえ 9 0 と螺着 す る外周 ネジ 7 4 を有 す る。

[0031 ] 連結部 材 6 は揷 入部 6 2 が導管 4 2 に対 して挿 入 す る ことで連結 し、 上

皿 6 3 に回動部 材 8 0 を摺 動可能 に載 置 す る。揷 入部 6 2 には導管 を通 して

空 気 を送 るため の通 気路 6 4 が連結部 材 を貫 通 して形成 され、 該通 気路 と直

交 す るよ うに第二流 入 口 2 2 が穿設 され て い る。 また第一流 入 口 2 3 が上皿

6 3 を貫 通 す る孔 と して形成 され て い る。 この孔 は さ らに回動部 材 8 0 の側

面 に （第一貫 通路 の一部 と して）形成 され て い る溝 8 2 と直線状 に並ぶ こと

によ って直進液 の第一流路 の一部 を形成 す る。

[0032] 回動部 材 8 0 は、 中空 内部 8 3 に発泡室 5 を内装 し底部 8 4 によ り該発

泡室 を支持 す る。 また連結部 材 6 の上皿 6 3 に形成 され た通 気路 6 4 の開

口部 6 5 と、 所 定 の位 置 で合致 す るよ うに中空 内部 8 3 に空 気及び 内容液 を

通過 す るため の孔 8 5 を有 す る。従 って、 回動部 材 を所 定 の位 置 に回動 す る

ことで、溝 8 2 が第一流 入 口 2 3 か らの孔 の位 置 に合 わせ られ た場合 には第

—貫 通路 が連通 され る。 一方、 孔 8 5 と上皿 の開 口部 6 5 が位 置 を合 わせ ら

れ た場合 には発泡室 5 が導管 4 2 と連通 して導管 等 を通 じて送 り込 まれ る

空 気及び 内容液 が発泡室 5 内 に導 入 され るのであ る。 そ して この回動部 材

8 0 の上端 には、 バル ブ 9 の下部 に形成 され た二 つの リプ 9 と嚙 み合 わ



される切欠き溝 8 6 が設けられている。これにより、使用者が選択する直進

液または泡状液の吐出について回動部材に （どちらに回動 して位置あわせを

するかということを）伝達することができるのである。

[0033] 発泡室 5 1 は、前記発泡室 5 0 (図4 参照）と同様の構成である。回動部

材 8 0 の中空内部 8 3 に発泡室 5 を収容 した後、バルブ9 の下部に形成

された二つのリプ9 2 を、回動部材 8 0 の上端の切欠き溝 8 6 内に揷着 して

上から抑えることにより固定する。このときの回動部材 8 0 の底部からバル

プ9 の下端までの高さが、発泡室 5 の高さと略一致する。バルブ9 に

は、溝 8 2 を通って送出される内容液を通過 し第一吐出口 1 2 とを連結する

貫通路 3 2 (第一貫通路の一部）と、発泡室 5 1 を通って送出される泡状液

を第二吐出口 1 3 へと連結する第二貫通路 3 3 を内設するノズル部 9 4 を有

する。

[0034] ノズル部 9 4 の外周には止め具 1 1 0 を螺合することによってバルブ9 1

を切 り換えカバ一 1 0 0 に固定するためのネジ部 9 5 が形成されている。ま

た、ネジ部 9 5 は水平断面が四角形状をしており、切 り換えカバ一 1 0 0 の

上面に形成された四角形の孔 1 0 1 内に揷通されて、使用者の切 り換え操作

をバルブ9 に伝えることができるようになつている。このネジ部断面や切

り換えカバ一上面の孔の形成は四角に限らず、三角、五画など多角形や楕円

形状などから適宜選択することができる。但 し図面から理解できるように、

円形もしくは略円形の場合には切 り換えカバ一とバルブ側面との間で滑りが

起きて、バルブの切 り換えに支障を来たすおそれがあるので、その点に注意

が必要である。

[0035] バルブ9 1 をセッ卜してシリコンゴム製の環状パッキン9 8 をノズル部 9

4 に通 し、部品押さえ 9 0 の孔を同様に通 して、支持部材 7 0 の外周ネジ 7

4 に対 して部品押さえ 9 0 の内周ネジ 9 7 を螺合する。これにより回動部材

、発泡室などが固定される。そして切 り換えカバ一 1 0 0 は止め具 1 1 0 に

よってバルブ9 と連動するように固定されて、ディスペンサー 5 が構成さ

れる。さらに第一、第二吐出口を覆蓋するパッキン9 9 とキャップ 1 1 5 に



よりディスペンザ一を装着 したスクイズボ トルの液密が保たれるのである。

[0036] ディスペンザ一 5 はキヤップの着脱によって直進液と泡状液を吐出切換す

るものではなく、前記切 り換えカバーの操作によつて簡易かつ連続的に切 り

換えることができる。従って、利便性において先のディスペンサー 1 よりも

優れていると言える。 しか し、第一吐出口と第二吐出口をノズル部に独立 し

て設けることにより、ノズル部の径を大きく設定する必要が生 じ、別容器な

どへの内容液の移 し替えに際 して、吐出液の狙いを定め難いという側面もあ

る。そこで、ノズル部の吐出口を共有するディスペンサーについて次に説明

する。

[0037] 図 7 は、直進液と泡状液の吐出口 1 5 が共有するディスペンサー 8 を分解

して、組み立て前の状態を示すものである。ディスペンサー 5 とは多くの類

似構成品からなるので、基本的に同 じ作用 機能を有する部位 部品につい

ては同 じ番号を付 して説明を省略する。図 7 において、支持部材 7 0 の空間

7 3 には連結部材 6 が揷入されるが、この連結部材には第一流入口2 4 か

ら回動部材 8 0 への流路が溝として形成されている。前記ディスペンサー 5

では貫通孔として形成されていたものであるが、これはどちらの構造であつ

ても良い。回動部材側面の溝 8 2 と直進する一本の流路を形成する （デイス

ペンザ一 8 ) か、回動部材の底部で一旦外方向への進路を与えられ次いで溝

8 2 を直進する （ディスペンサー 5 ) かの違いであり、特別な意味があるわ

けではない。

[0038] 溝 8 2 を直進する液は、回動部材 8 0 内の発泡室 5 1 の出口5 5 上面を流

れ、ノ ルプ9 3 の貫通路 3 5 を通って吐出口 1 5 から排出される。すなわち

、直進液は、第一流入口2 4 から連結部材を通り、回動部材の発泡室 5 1 を

迂回 し （第三貫通路）、貫通路 3 5 (第二貫通路）を通る第一流路を経て吐

出されることになる。一方、泡状液は、導管を通 して供給された空気が通気

路 6 4 を経て第二流入口2 2 から入る内容液と合流 し、発泡室 5 内で空気

と充分に混合されて、貫通路 3 5 (第二貫通路）を通る第二流路を経て吐出

されるのである。



[0039] 貫通路 3 5 (第二貫通路）は第一流路 と第二流路で共有 されてお り、直進

液 と泡状液 との吐出口 1 5 が共有 されている。従 って、デ ィスペ ンサー 8 は

デ ィスペ ンザ一 5 に対 して、ノく'ル プ 9 3 の径 を相対的に小さ くすることがで

きるのである。 これにより吐出液の狙いを定め易 くすることができる。 また

、バル ブに形成 される貫通路が一つなので成形が容易であるという利点があ

る。その一方でデ ィスペ ンサー 8 は、共有の流路上に残る液が使用者の望 ま

ない方の液 （例えば、直進液 を希望 しているのに対 して、泡状液）が流路 に

残 っている場合などに、最初の吐出時において他方の液が出てきて戸惑 うこ

とがあ り得 る。 これに対 して、デ ィスペ ンサー 5 ではそのような事態を回避

できるというメ リッ 卜がある。

[0040] 前記のように本発明に係 る幾つかの具体例 を示 したが、本発明は前記例示

のものに限定されるわけではない。例えば、前記デ ィスペ ンサー 5 および 8

の例では、回動部材 8 0 の側面 と支持部材 7 0 の内面 との間に第一流路の一

部が形成 されているが、該溝 8 2 を、発泡室 5 1 の側面 と回動部材 8 0 の内

面 との間に形成するように しても良い。直進液 と発泡液の共有流路 と して貫

通路 3 5 を採用するような場合に有効である。

[0041 ] また、回動部材全体を発泡室 と し、その側面に第一流路用の溝 を設けて、

連結部材 との位置合わせによって直進液 と発泡液の切 り換えを可能 とするこ

ともできる。 この場合には、回動部材 8 0 と発泡室を兼用することで、前記

溝が支持部材の内面 との間に第一流路 を形成 し、備品点数 を減 らしてコス ト

ダウンを図ることができる。 さらに、連結部材を支持部材 と別個の部品と し

て準備 しているが、 これを一体 と して成形することも勿論可能である。

[0042] 図 6 のデ ィスペ ンサー 5 は回動部材がおよそ 9 0 ° 回動 した位置で液の切

り換えを行い、図 7 のデ ィスペ ンサー 8 もおよそ 9 0 ° で液の切 り換えを行

う構造であるが、 この回動の程度は任意に設定することができる。なお、回

動の伝達のために使用されるバル ブの リプ （並びに対応する回動部材の切欠

溝）については例示の 2 つに限定されることな く 1 〜数個であってよ く、接

着剤などによって固定することもできる。



[0043] さて、前記の構成を有するディスペンサー 8 を例えば、コンタク トレンズ

(以下、単にレンズという）のケアに使用 した場合について示す。 レンズの

ケアソリュ一シヨンには、 レンズに付着する脂質等の汚れを除去 し易くする

ために界面活性剤を含有するものが多い。また、 レンズを眼から外 した後は

同ソリュ一ション中に浸潰 して保存する。そのため洗浄時にはレンズ表面を

傷つけることがないように、予め発泡状態のソリュ一シヨンをレンズに塗布

することが好ましい。一方、保存容器に保存する場合には液状のソリュ一シ

ョンを容器に供給できることが好ましい。

[0044] したがって、ディスペンサー 8 をケアソリューションのボ トル開口部に図

8 に示すようにセッ卜し、切 り換えカバ一を操作 してレンズを洗浄する場合

( a ) と、 レンズを保存する場合 （b ) のように、泡状液と直進液を状況に

応 じて使い分けられるので、非常に使い勝手が良い。従来のボ トルと比較 し

て、泡状に吐出することができる利点としては、 レンズのような小さい被洗

浄物に対 して適量のソリュ一ションが無駄なく使用され、洗浄感に優れるこ

となどが挙げられる。一方、保存する場合にはこれまで通り保存容器に液を

注ぐことができるので、特に操作方法が煩雑になることもない。また泡状洗

浄剤と保存液を兼用できるため、洗浄時の使用感が高く、保存操作性にも優

れたコンタク 卜レンズの処理方法が可能となるのである。

[0045] また、ディスペンサー 8 は、ソリューションを使い終わったら、別のボ 卜

ルにセットし直すか、ソリューションのみを補充することにより、継続的に

使用することができるので、経済的である。

産業上の利用可能性

[0046] 本発明の泡液兼用ディスペンサーは、簡易な構造で、容易に操作すること

ができるので、例示 したコンタク トレンズ用ケアソリューションの容器だけ

でなく、ハン ドソープ、ボディソープ、シャンプーなどの各種ボ トルにセッ

卜して、使用状況に応 じて液の吐出を切 り換えることに用いることができる

符号の説明



5 、 8 デ ィスペ ンザ 一

、 第一吐出口

、 3 第二吐出口

第一流入 口

、 2 2 第二流入 口

第一貫通路

、 3 3 3 5 第二貫通路

、 4 2 導管

、 5 発泡室

連結管

支持部材

回動部材

バル ブ

キャップ

0 切 り換 えカバ一

5 キャップ



請求の範囲

[ 請求項 1] ボ トル を倒立 して内容液 を吐出するスクイズボ トルの開口部 に装着

されて、直進液 を吐出する第一流路 と、泡状液 を吐出する第二流路が

設 け られたデ ィスペ ンザ一であ って、

前記第一流路 は、 内容液の第一流入 口と第一吐出口とを連結する第

一貫通路 を有 し、

前記第二流路 は、ボ トル内底部 に開口を有 し発泡室 まで伸びる空気

の供給路である内径 0 . 8 ~ 4 m m の導管 と、導管 と接続 し内容液 と

空気を混合 して発泡 させる発泡室 と、発泡室か ら第二吐出口を連結す

る第二貫通路 とを有 し、前記導管 に対する内容液の第二流入 口が発泡

室近位部 において内径 0 . 4 ~ 2 m m のサイズで穿設 されている

ことを特徴 とするデ ィスペ ンザ一。

[ 請求項 2 ] 直進液 と泡状液 との吐出切換が可能な前記デ ィスペ ンザ一であ つて

前記第一及び第二流路がそれぞれ別個 に形成 される中空の支持部材

と、支持部材の中空内部 に回動可能 に支持 される回動部材 を備 え、

前記回動部材 には、前記第一貫通路の少な くとも一部 と、前記発泡

室 とが独立 して設 け られ、回動部材 を所定の角度 に回動することによ

つて、

第一貫通路が第一吐出口と連通するときは、発泡室が導管 または第

二貫通路 と遮断され、

導管、発泡室及び第二貫通路が連通するときは、第一貫通路が遮断

される

ことを特徴 とする請求項 1 に記載のデ ィスペ ンサー。

[ 請求項 3 ] 前記回動部材 に設 け られた前記第一貫通路の一部 を第三貫通路 と し

た とき、第一貫通路が第二貫通路 と第三貫通路 とか ら構成 され、

第二貫通路が第二流路 と第一流路の共有であ って、直進液 と泡状液

との吐出口が共有 されている



ことを特徴 とする請求項 2 に記載のデ ィスペ ンザ一。

[ 請求項4] 空気 と内容液 とが合流する位置 における前記導管の内径 に対する、

第二流入 口の内径の比率が、 1 / 5 0 ~ 4 0 / 5 0 である

ことを特徴 とする請求項 1 乃至 3 のいずれか 1 項 に記載のデ ィスぺ

ンサ一。

[ 請求項 5] 前記発泡室が、吐出口側 と流入 口側 とに開口を有する中空管構造で

あ って、該開口がスク リー ンフィル ターで被覆 されてお り、

該 フィル ターのメッシュが、吐出口側 よ りも、流入 口側の方が粗 く

設定されている

ことを特徴 とする請求項 1 乃至 4 のいずれか 1 項 に記載のデ ィスぺ

ンサ一。

[ 請求項 6] 前記デ ィスペ ンサーか ら吐出させた泡状液 を用いてコンタク トレン

ズを洗浄 し、

前記デ ィスペ ンザ一か ら吐出させた直進液 をコンタク トレンズ保存

容器 に注入 してコンタク トレンズを保存する

ことを特徴 とする、 コンタク 卜レンズの洗浄保存 に請求項 1 乃至 5

のいずれか 1 項 に記載のデ ィスペ ンザ一を使用する方法。
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